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第 57回 つくば歩の会「東新宿界隈の文学散歩と消防博物館見学」 

 

文学散歩の今回は、ギリシャで生まれ、日本に帰化した作家・ラフカデイオ・ハーン  

（小泉八雲）が松江や熊本での英語教師を経て、東京で帝国大学の英文学講師として住ま

いした足取りを東新宿界隈で追ってみます。この界隈には、三島由紀夫、永井荷風、島崎

藤村、坪内逍遥の旧居跡もあり、訪ねてみることにします。また、この界隈には、私達が

日頃お世話になっている消防に関する博物館がありますので、江戸時代から現代までの 

消防の歩みを学びたいと思います。その後は、美容家の草分け山野愛子が半生を過ごした

という邸宅（がんこ新宿店）で、忘年会です。ご参集ください。 

 

 申し込み締め切りは 11月 28日（月）までにお願いします。 

連絡先：関 力（Tel&Fax 04-7188-0029 / E-Mail: ks-seki@wind.ocn.ne.jp） 

 

日時：2016年 12月 6日（火） 集合：午前 10時 

集合場所：東京メトロ丸の内線 四谷三丁目駅（出口２番改札口） 

  注；新宿方面行の電車で四谷三丁目駅を下車すると、出口 1番の改札口になりますが、改札を出な

いで、右側地下通路で出口 2番におまわりください。or駅員の方に訪ねて下さい。 

担当幹事： 杠 輝昭、鈴木 紘一 

参加費： 3,000円 

   

１．予定コース 10:00～12:30 （約 8,000歩） 

四谷三丁目駅（出口 2 番の改札口) →消防博物館→三島由紀夫生誕の地→成女学園（小

泉八雲旧居跡）→自証院（八雲）一総合芸術高校（東京監獄跡）→ 永井荷風旧居跡→ 坪

内逍遥旧居跡（文芸協会演劇研究所跡）→厳嶋神社(抜弁天)→西向天神社（荷風）→東新宿

駅→島崎藤村旧居跡→小泉八雲終焉の地→小泉八雲記念公園→忘年会後解散 

 

２．忘年会 : 13:00～15:30  

  場所； がんこ / 新宿山野愛子邸   住所：新宿区大久保 1-1-6 電話：03-6457-3841 

注；お酒は、最初の乾杯以降から自分持ちとなります。よろしくお願いします。 

 

３．交通案内                                         

１）常磐線快速上り、東京駅乗り換え 

土浦 8:14→荒川沖 8:19→牛久 8:32→佐貫 8:36→取手 9:44→我孫子 8:52→柏 8:57→  

北千住 9:14→東京 9:33 着（乗り換え）→東京メトロ丸の内線・東京 9:39 発→     

四谷三丁目 9:53着 

２）つくばエクスプレス上り、秋葉原駅乗り換え 

つくば（区間快速）8:27発→秋葉原 9:23着（乗り換え）→JR 総武線・秋葉原 9:34発

→四谷 9:45（乗り換え）→東京メトロ丸の内線・四谷 9:48発→四谷三丁目 9:50着 

mailto:seinomo1204@xk9.so-net.ne.jp


 2 / 2 

 

４．名所案内 

消防博物館（四谷三丁目駅出口２番の改札口側が地下一階の受付になっている）  

○消防博物館見学申請書→ガイドによる案内 

○消防の歴史や装備などを集めた博物館。手引きポンプ、はしご車、消防ヘリなどが展示

され、江戸時代から現代までの消防の歩みが楽しく学べる。  

三島由紀夫（1925年～1970年、大正 14年生まれ） 

○出生地：新宿区四谷四丁目 22番（現 東京消防庁四谷寮あたり）；仮面の告白では、「二

階建てであるが坂の下から見ると三階建て」と。 

○自宅：第 43回歩の会で案内済み。大田区南馬込四丁目 32番 

○作品：「仮面の告白」、「潮騒」、「金閣寺」等  

小泉八雲（1850年～1904 年） 

○ギリシャで生まれたラフカデイオ・ハーンは、地球を半周以上旅したあと、39 歳のとき

新聞記者として来日。島根県松江で小泉セツと結婚し、小泉八雲に改名。八雲は、日本

の伝統的精神や文化に興味を持ち、多くの作品を著し、日本を広く世界に紹介した。日

本人として 54歳でその生涯を閉じた。 

○旧居跡：東京帝国大学の講師として招かれ、松江や熊本での生活を終え、東京に来て最

初に居を構えた場所。 

〇終焉の地：日本に帰化した八雲。数奇な男の人生は 54歳で、この地に終わる。 

○記念公園：生誕の地と最後の地を友好の糸でつなぐギリシャ風の公園。 

○作品：「怪談（むじな、雪女等）」、「知られざる日本の面影」、「日本のお伽話（とぎばな

し）」等。 

永井荷風（1879年～1959 年） 

○旧居跡：欧米留学から帰国した後、創作活動をしながら 30代の約 10年間暮らした家。 

○作品：「日和下駄」等 

島崎藤村（1872年～1943 年） 

○旧居跡：33歳で小諸塾を退職し、家族と上京した時に住んだ所。 

○作品：「破戒」等 

坪内逍遥（1859年～1935 年）第 37回の歩の会、早稲田大学・演劇博物館で紹介済み 

○旧居跡：30歳で移り住み、50歳で敷地内に文芸協会演劇研究所を設け、人材を育成。 

第一期生には、女優・松井須磨子が・・。 

○作品：「シェイクスピア全集」等 

 

以上 


